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◎ＥＢＰＭ（エビデンスベースドポリシーメイキング）

政策づくりの基本を学び、社会の変化に対応できる政策立案の考え方や、
データを活用した進め方のスキルを身につける。

目 標

データを活用する方法を学び、より効果的な政策づくりに生かす。ポ イ ン ト

１日間
①１１月２４日（火）道庁別館９階 第２研修室
②１１月２５日（水）道庁別館９階 第１研修室

課長、課長補佐（同相当職）、係長（同相当職）、一般係員対 象

株式会社インソース講師 谷口正

各回５名（他道職員２５名）

全２回（※道職員との合同研修）

講 師

定 員

日 程

標 準 日 程

受講者の声 ・これまで自己流で試行錯誤しながらデータを取り扱っていたが、情報活用
の流れの説明が具体的にあり、よく理解できた。また、グループワークと講
義の時間のバランスがよく、インプットとアウトプットの両方をこなすこと
で、理解がより深まった。

・政策立案に当たって段階的に何をするべきなのか、業務の中でも使えるレ
ベルで理解できた。また、情報収集や視覚的な表示手法、スモールステップ
での情報活用の手法を学べた。

・初学者にも分かりやすい内容かつ、講師の方もかみ砕いて説明してくれた
ため、情報活用の重要性や政策形成の流れを理解できた。 

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

開
講

ＥＢＰＭの実現に向けて、情報とは何か、
情報活用の流れ

仮説を立てる、情報を収集する、情報を分析する
閉
講

R８より
２日間 ⇒１日間

開
講

市町村職員が参加できる道主催研修
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